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　ここに 2009 年度図書館年報をお届けします。
　図書館の 2009 年度における基幹的な事業としては、研究支援、教育（学習）支援の両面にわたっ
て、所蔵資料のデジタル化、所蔵資料の利用環境の改善を中心とした施策とともに、あわせてこれま
で以上に学術リポジトリの推進を念頭に置きながら事業を行ってきました。
　これまで力を注いできた古典籍データベースについては、予想を大幅に上回るアクセスがありまし
た。これも、「誰でも、いつでも、どこからでもアクセスできる」古典籍データベースの活用が社会
的に認知されたひとつのあらわれと考えています。
　2009 年度の特筆すべきこととして、早稲田大学初代図書館長であった市島謙吉の胸像の建立（館
内設置）をあげることができると思います 1）。1902 年（明治 35 年）に、創立 20 周年を迎えた
東京専門学校はさらなる発展を目指し名称を早稲田大学に変更し、新たな図書館を建設しました。市
島謙吉（号・春城）は、学監として学校経営の中心にあった高田早苗の要請により、その館長に就任し、
1917 年大正 6 年にその職を退くまで 15 年の長きにわたり、その職にありました。館長時代の業
績は、大学図書館近代化の先駆けとして図書館規則の制定、蔵書目録の刊行にはじまり、対外的には
日本図書館協会初代会長、国書刊行会その他の出版活動などの文化事業と多方面にわたります。その
ため、高田早苗、天野為之、坪内逍遥とともに、早稲田大学中興の祖である四尊（しそん）のひとり
とされていることは、周知のところです。利用者のみなさんに本学図書館の歴史を語りかけるモニュ
メントとして、ご覧いただければと思っています。なお、図書館主催「生誕 150 年記念市島春城展」
を開催し、残されている多くの貴重な市島文書を通じて、大学図書館の歴史を知る機会を提供し、多
くの来場者を得ました。
　このほか、大学史資料センター、會津八一記念博物館、演劇博物館など他の箇所企画に対する積極
的な支援を行なうとともに、交流事業の一環として千葉県鴨川市との共催で、「江戸・明治の幻景展」
を鴨川市立図書館にて、また中古文学会春季大会記念行事として「源氏物語の絵と注釈」展を展示室
にて開催しました。文化交流事業として、中国・浙江工商大学（杭州）には早稲田大学文庫が開設され、
本年 1 月に同大学において盛大に開庫式が行われました。
　ところで、NEXT125 における全学基盤教育充実の一環として、図書館は学習支援連携を推進し
てきました。この学習支援連携は、教職が連携して、デジタル資料を含む図書館が所蔵する学術資料
を学生や院生が積極的かつ有効に活用し、学習や研究に役立ててもらいたいとの図書館の意思を実現
するものです。学習支援連携委員会に作業部会を設置し、各学術院における学生、院生のための導入
教育（研究）に対する積極的な支援を展開しました。政経学部における総合基礎演習、文学部、文化
構想学部、人間科学部における基礎演習などへのリテラシー教育支援、また、ライティングセンター
の RA に対する研修への支援、助手、助教、大学院生に対する研究支援は着実に進行しています 2）。
また、教員からの要請にもとづいて、学術資料の利用方法などの学習支援について、利用者支援課を
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介して積極的に対応しました。ともすると学術資料の利用方法が十分に知られていない、あるいは難
しいとのこれまでに指摘もあっただけに、できる限りシンプルな利用方法を多くの教職員に理解して
もらうよう図書館職員が努めたことによって、教職恊働の成果は着実に出てきていると考えています。
各学術院、教員個人からの支援要請は毎年増加しています 3）。
　さらに、今年度は、スチューデント・コモンズを図書館内に開設しました。これは、学生が議論し
ながら学術資料を利用してゼミの報告やレポートを作製したりする自学自習の「場」を意味します。
そのためのグループ個室スペースの活用度も高く、今後、図書館の「場」としてのあり方を考える上
で参考になるものと考えます。
　最後に、今後の課題として次世代図書館職員の養成や育成の問題があります。大学図書館が教育研
究の中枢であり続けるためには、図書館を担うスタッフの充実は不可避の問題といえます。図書館職
員の定年退職による世代交代が現実味を帯びている状況にあって、まさに学内外におけるさまざまな
経験をもった次世代の図書館職員を、電子化が急速に進展する新しい図書館像の中で育て上げなけれ
ばなりません。この課題は大学の図書館施策の中心に位置づけられなければなりませんし、わが国の
大学図書館全体にとってきわめて大きな課題と認識されるべきものといえます 4）。
　以上、2009 年度の事業概略および今後の展望について総括しました。図書館を取り巻く環境は、
学術資料のデジタル化、電子図書（e-book）時代の到来を中心として予想以上に速いスピードで変
化してきています。これにどのように対応するかが、「大学の知」を支える図書館として問われている
ものと考えています。より開かれた早稲田大学図書館を実現するべく、図書館協議員会、学術支援連
携委員会、各箇所の図書委員会などを通じ、多くの教職員からご意見をいただければと思っています。
1）　市島謙吉像の建立にあたっては、新潟県在住の理工学部OB旗野裕之氏（故人）、同令夫人マキ子さん、校友会新潟県支部の多大な協力を得た。なお、
大学との交流が深い新発田市の市島記念館（市島本家）にも、この7月に胸像が設置されることになっている。詳しくは本年報P.10〜 P.11を参照。
2）　政経学術院では、大学院生、助手、助教のみなさんを対象に、学術情報リサーチの講習会を数度にわたり開催した。また、ファイナンス研究科に
おいて学術情報へのアクセス方法の啓蒙につき実習を含んだオリエンテーションを開催し、大学院法務研究科では必修科目であるリーガル・リサーチ
（法情報調査）において、この4月から図書館職員が授業に対応している。これらの試みは、学術資料へのアクセスを十分に理解した研究者サイドの若手
人材（研究者リエゾン）の育成をその射程に入れている。詳しくは本年報P.4 〜 P.7を参照。なお、リーガルリサーチの図書館の役割について、拙稿「図
書館による学習支援の創造と展開」早稲田大学図書館紀要56号29頁（2009年）参照。
3）　2009年度における新規のものは21件に上る。これらの支援形態については、金子昌嗣「アカデミックリエゾンと利用者支援課の発足」早稲田大学
図書館『ふみくら』78号6頁以下（2010年）。詳しくは本年報P.4 〜 P.7を参照。
4）　去る平成21年3月に開催された文部科学省・科学技術学術審議会学術分科会作業部会においては「私立大学図書館の現状」と題して筆者（専門委員）
が、また本年4月に開催された同作業部会において、筆者（専門委員）と中元事務部長が「大学図書館員−役割の変化と育成」と題して、報告を行った。
いずれも今後において図書館を担うべき職員像を検討したものである。
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